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パキスタン、モロッコ、トーゴ、
グアテマラ、アゼルバイジャン

（2013 年末まで）
アルゼンチン、オーストラリア、
ルクセンブルグ、韓国、ルワンダ

（2014 年末まで）
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潘基文国連事務総長に信任状を奉呈する西田国連大使



2012年  4月
12月

北朝鮮拉致問題に関する映画「MEGUMI」の上映会



国連コンゴ民主共和国安定化ミッション（MONUSCO） 国連ブルンジ事務所（BNUB）

国連南スーダン共和国
ミッション（UNMISS）

国連アビエ
暫定治安部隊
（UNISFA）

　平和構築委員会は、2005年に国連総会
と安保理の政府間諮問機関として設立さ
れました。平和構築委員会は、持続可能な
平和を達成するために、紛争状態の解決か
ら復興・開発に至るまでの一貫性ある総合
戦略を助言・提案することを主要な目的と
し、現在はアフリカの６か国（シエラレオ
ネ、ブルンジ、ギニアビサウ、中央アフリカ
共和国、リベリア、ギニア）を対象として活
動するなど、国際社会の平和と安全の維持
に大きく関わってきています。
　日本は、2007年6月から2008年12月
まで、平和構築委員会の主な機関である組
織委員会の議長を務めるなど、同委員会の
活動に積極的に貢献しています。 　日本は、国連平和維持活動等への協力に

関する法律（PKO法）に基づき、これまでに
13の国連PKOミッションに延べ8000人
以上の自衛官や警察官、選挙監視要員を派
遣してきました。現在は、国連南スーダン共
和国ミッション（UNMISS）に司令部要員3
人及び最大350人規模の自衛隊施設部隊

等を派遣し、独立後間もない南スーダンの
国づくり支援に協力しています。なお、国連
ハイチ安定化ミッション（MINUSTAH）及
び国連兵力引き離し監視隊（UNDOF）に
派遣していた自衛隊要員は、2012年12月
に活動を終了しました。



　アフガニスタンの復興・国づくりを効果
的に支援するため、日本は2002年1月に東
京でアフガニスタン復興支援国際会議を開
催して以降、農業・農村開発、インフラ整
備、教育、医療、保健などの基礎生活分野へ
の支援、元タリバーン等兵士の社会への再
統合支援、警察支援、といった取組を行って
きており、国際社会の高い評価を得ていま
す。また、２００７年からは他の支援国が主

導する地方復興チーム（PRT）と連携し、
NGOや地方行政機関への無償資金協力を
実施してきました。2009年春以降には、
チャグチャランPRT（ゴール県）に日本人の
文民を初めて派遣し、開発援助を実施して
きています。さらに2012年７月、アフガニ
スタンに関する東京会合を開催し、同年か
らおおむね5年間で最大約30億米ドル規
模の支援を行うことを発表しました。

実施する能力を強化するため、PKOの様々な
活動に関する研修を行っています。日本は
2008年から、エジプト、マリ、ガーナなどの
10か所のPKO訓練センターに対する機材供
与、施設整備、研修の実施などの支援を行い、
邦人講師の派遣も行っています。こうした日本
の支援は、国連やアフリカ諸国、またこの分野
での取組を進めている先進国からも歓迎され
ています。

UNMISSへの司令部要員
及び施設部隊等派遣

南スーダン

AUの活動の支援

防衛省：道路整備前に子供らとゴミ拾い（南スーダン）







安保理会合で発言する高須前国連大使
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